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衆
議
院
議
員
北
川
れ
ん
子
君
提
出
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
」
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
第
五
号
の
政
令
は
、
国
会
に
お
け
る

審
議
等
を
踏
ま
え
、
法
案
成
立
後
、
速
や
か
に
制
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
は
そ
の
内
容
を
決
定
し
て
い
な

い
。な

お
、
法
案
第
二
条
第
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
「
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
量
」
に
つ
い
て
は
法
案
第
二
条
第
四
項
に
規

定
す
る
個
人
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
本
人
の
数
を
、
法
案
第
二
条
第
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
「
利
用
方
法
」
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
事
業
に
活
用
し
、
又
は
管
理
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
個
人
デ
ー
タ
の
利
用
形
態
を
、
そ
れ
ぞ
れ
基

準
と
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

法
案
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
生
存
す
る
個
人
」
と
は
、
出
生
し
、
死
亡
し
て
い
な
い
者
を
い
い
、
死
者
は
「
生
存

す
る
個
人
」
に
該
当
し
な
い
た
め
、
死
者
に
関
す
る
情
報
は
法
案
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
個
人
情
報
」
に
該
当
し
な

い
。
た
だ
し
、
死
者
に
関
す
る
情
報
が
、
同
時
に
、
遺
族
等
の
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
も
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

一



生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
と
し
て
、
法
案
の
適
用
の
対
象
と
な
る
。

三
に
つ
い
て

法
案
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
「
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
者
」
と
は
、
そ
の
行
う
事

業
の
た
め
に
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
取
り
扱
っ
て
い
る
者
を
い
い
、
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
所
有
し
て
い
る

か
否
か
を
問
わ
な
い
。

四
に
つ
い
て

弁
護
士
が
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
該
当
す
る
場
合
は
、
法
案
第
五
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
お
け
る
主

務
大
臣
は
、
法
案
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
従
い
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
の
う
ち
雇
用
管
理
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
厚
生
労
働
大
臣
及
び
当
該
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
行
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
等
、
こ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
当

該
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
行
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
等
と
な
る
。

な
お
、
弁
護
士
法
が
弁
護
士
に
対
す
る
指
導
監
督
を
弁
護
士
会
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
委
ね
て
い
る
趣
旨
に
照
ら
せ

ば
、
弁
護
士
会
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
が
弁
護
士
に
対
し
十
分
な
指
導
監
督
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
主

務
大
臣
に
お
い
て
法
案
第
五
章
に
規
定
す
る
権
限
を
行
使
す
べ
き
事
態
が
生
ず
る
こ
と
は
一
般
的
に
は
想
定
し
難
い
。

二



五
に
つ
い
て

学
術
研
究
に
該
当
す
る
か
否
か
の
客
観
的
な
基
準
と
し
て
は
、
当
該
活
動
の
継
続
性
、
当
該
活
動
の
内
容
、
他
の
事
業
活

動
か
ら
の
独
立
性
等
に
つ
い
て
の
客
観
的
評
価
を
用
い
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
通
常
、
論
文
の
執
筆
、
学
会
誌
に
お
け
る
発
表
等
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
学
術
研
究
を
目
的
と

す
る
機
関
又
は
団
体
に
属
さ
な
い
個
人
に
つ
い
て
は
そ
の
評
価
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
法
案
第
五
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に

お
い
て
は
、
法
案
第
五
章
の
規
定
の
適
用
を
除
外
す
る
対
象
を
「
大
学
そ
の
他
の
学
術
研
究
を
目
的
と
す
る
機
関
若
し
く
は

団
体
又
は
そ
れ
ら
に
属
す
る
者
」
と
し
、
大
学
そ
の
他
の
学
術
研
究
を
目
的
と
す
る
機
関
又
は
団
体
に
属
さ
な
い
個
人
は
、

そ
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。

な
お
、
法
案
第
五
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
個
人
が
行
う
学
術
研
究
に
つ
い
て
も
、
そ
の
活
動
が
学
問
の
自
由
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
法
案
第
四
十
条
の
規
定
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
そ
の
活
動
を
妨
げ
な
い
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

宗
教
活
動
及
び
政
治
活
動
は
、
そ
の
性
格
上
、
団
体
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
案
第
五
十

三



五
条
第
一
項
に
お
い
て
は
、
法
案
第
五
章
の
規
定
の
適
用
を
除
外
す
る
対
象
を
「
宗
教
団
体
」
及
び
「
政
治
団
体
」
と
し
、

個
人
は
、
そ
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。

な
お
、
法
案
第
五
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
個
人
が
行
う
宗
教
活
動
及
び
政
治
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の
活
動
が
信
教
の

自
由
及
び
政
治
活
動
の
自
由
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
法
案
第
四
十
条
の
規
定
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は

そ
の
活
動
を
妨
げ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
で
あ
る
放
送
機
関
、
新
聞
社
、
通
信
社
そ
の
他
の
報
道
機
関
が
、
専
ら
報
道
の
用
に
供
す
る
目
的

以
外
の
目
的
で
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
場
合
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
法
案
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
従
い
、
個
人
情

報
の
取
扱
い
の
う
ち
雇
用
管
理
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣
及
び
当
該
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
行
う
事
業

を
所
管
す
る
大
臣
等
、
こ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
当
該
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
行
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
等
と
な

る
。

八
に
つ
い
て

各
主
務
大
臣
が
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
対
し
法
案
第
三
十
七
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
報
告
の
徴
収
、

四



助
言
、
勧
告
又
は
命
令
を
行
う
場
合
は
、
当
該
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
よ
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
が
法
案
第
五
十
五
条
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
、
各
主
務
大
臣
に
お
い
て
客
観
的
に
確
認
す
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
各
主
務
大
臣
が
法
案
第
三
十
七
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
報
告
の
徴
収
、
助
言
、
勧
告
又
は
命
令

を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
関
す
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
と
き
に
、
各
主
務
大
臣
に
よ
る
法
案
第
五
十
五
条
第
一
項

各
号
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
の
当
否
が
裁
判
所
の
審
査
の
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

法
案
第
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
「
報
道
機
関
」
と
は
、
報
道
を
業
と
し
て
行
う
者
を
い
う
が
、
一
般
に
出

版
社
が
行
う
事
業
は
文
芸
そ
の
他
の
広
範
な
出
版
活
動
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
「
出
版
社
」
を
報
道
機
関
の
典
型
例
と
し
て

位
置
付
け
る
こ
と
は
適
当
と
は
言
い
難
い
こ
と
か
ら
、
「
出
版
社
」
を
例
示
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
報
道
機
関
が
報
道
を
業
と
し
て
行
う
者
を
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
団
体
に
属
さ
ず
個
人
で
報
道
活
動
を
行
う
者

が
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
報
道
の
用
に
供
す
る
目
的
で
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
と
き
に
、
当
該

個
人
情
報
の
取
扱
い
が
法
案
第
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
報
道
機
関
が
行
う
報
道
の
用
に
供
す
る
目
的
で
の
個

人
情
報
の
取
扱
い
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

五


